
 
 

論文の内容の要旨 
 

 

 

 

論文題目 中高年失業者の心理と援助に関する研究 －失業の体験過程を中心に－ 

 

 

 

 

氏  名   高 橋  美 保 

 

 

 

 

 

第１部 研究の背景と目的 

 過去 10 年間は社会経済情勢の悪化を受けて日本の失業率は極めて高く，特に中高年の失

業率の上昇が顕著であった。また，失業率と中高年男性の自殺との関係も示唆されている

ことから，中高年失業者に対する心理的な援助が必要と考えられた。しかし，心理的援助

については，現段階では十分な援助体制が構築されているとは言いがたい。 

海外には失業について膨大な研究の蓄積があるが，国内では失業研究はほとんど行われ

てこなかった。海外の失業研究を概観したところ，今後は学際性，地域性，時代性を重視

した研究を行う必要があると考えられた。国内では，質的研究による失業体験を丁寧に把

握すること，一般の失業者を対象とした研究，失業前後の文脈の中で失業体験を理解する

ことが今後の課題と考えられた。 

以上の研究の課題も鑑み，本研究は，1990 年代後半から 2000 年代前半に，非自発的な

失業を経験した中高年の男性失業者の体験過程の分析を中心に，中高年失業者の心理と援

助について検討することを目的として実施された。 

 

第２部 リストラ失業の影響の実態研究 

 第 2部では，失業率の上昇が本格化した 1990年代後半のリストラ失業の実態を把握した。

第 4 章では，失業後 3 ヶ月以内のリストラ失業者 34 名を対象とする量的調査と，失業後の

精神健康が良好な 2 名と不良な 2 名を対象とする質的調査を実施した。その結果，失業者
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の精神健康度は総じて不良であり，特に社会的活動障害には中等度の症状が認められた。

また，精神健康の関連要因としては，経済的なゆとり，前職への愛着と仕事の意味，ソー

シャル･サポートが重要であることが示された。特に，就労時の会社への残留意欲の高さが

失業後の精神健康にネガティブに影響していたことから，失業の影響には，日本人の職業

観が関係している可能性が示唆された。 

第５章では，リストラ失業が家族と現役従業員に及ぼす影響の実態が把握された。家族

への影響については，失業後 3 ヶ月以内の失業者の配偶者に対して，配偶者の精神健康を

尋ねる量的調査を実施し，25 名から回答が得られた。また，失業が夫婦関係および家族関

係に及ぼす影響を明らかにするために，リストラ失業者と配偶者に対して，夫婦関係，家

族関係について，失業前，失業後 0－3 ヶ月，失業後 4－6 ヶ月の状況を尋ねた。第 1 回目

には失業者 32 名，配偶者 25 名，第 2 回目には失業者 14 名，配偶者 12 名から回答が得ら

れた。その結果，配偶者の精神健康度は失業者本人と同等に悪いこと，家族関係は失業後 4

ヶ月以降に悪化することが示された。現役従業員を対象とする量的調査では，200 名から回

答が得られた。その結果，解雇予期は現役従業員の精神健康に有意な影響を及ぼしている

ことが明らかとなった。以上より，1990 年代後半のリストラはリストラ失業者本人だけで

なく家族や現役従業員も含めて甚大な影響を及ぼすことを指摘した。 

第４章では，失業後間もない中高年失業者の実態が明らかとなった。しかし，その後，

失業の困難に対してどのように対処したのか，さらには，彼らの人生の中で失業はどのよ

うに意味づけられるかについては，更なる研究が必要と考えられた。 

  

第３部 中高年失業者の体験過程 －職業観に注目して 

第３部では，中高年失業者の失業の困難とその対処，および失業の意味を明らかにすべ

く，失業体験者の後方視的な語りを元に，中高年失業者の失業体験を検討した。まずは，

第２部で失業体験に影響することが示唆された日本人の職業観について，第６章で理論的

研究を行った。その結果，日本人の職業観の特徴として，仕事の中心性や会社への定着志

向の高さが挙げられた。一方で，職業観自体も時代とともに緩やかに変化する可能性を指

摘した。このような会社との距離が近い日本人の職業観の特徴より，中高年失業者の失業

体験を理解するためには，会社及び社会との繋がりが重要な視点となると考えられた。 

第 7 章では，第 6 章で得た会社及び社会との繋がりという視点から，中高年失業者の体

験過程を描き出し，失業の困難の理由とその対処を検討した。非自発的な失業経験者 10 名

を対象とする２度にわたる面接調査，および 6 名のグループインタビューを実施し，合計

２６データが得られた。グラウンディッド・セオリー（M-GTA）を用いてデータを分析し，

中高年失業者の体験過程の仮説モデルを提示した。さらに，失業の困難が生じる理由とし

て，前職の会社との繫がりの強さ，会社生活の喪失，社会からの排除と孤立，社会との繋

がりの段階的な喪失を抽出した。また，困難への対処と援助については，前職の会社との

繋がりの強さに対しては，会社との心理的な離別と切り替えが必要と考えられた。社会生
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活の喪失に対しては，失業後に家庭人あるいは地域の市民としての意識を持つことが重要

と考えられた。社会からの排除と孤立に対しては，家族，失業者仲間，公的支援という３

つの援助資源が重要であることが示唆された。社会との繋がりの段階的な喪失については，

失業者仲間との情報の共有などの具体的対処が有効であるが，再就職活動に関しては，現

実との妥協が必要と考えられた。 

第 8 章では，中高年失業者にとっての失業の意味を検討するため，第７章の分析データ

を職業観という視点から分析し，職業観の変化を体験過程に沿って抽出した。その結果，

本研究の対象者にも第 6 章で検討した日本人の職業観の特徴が認められ，就労時の職業観

が失業体験に影響していたことが明らかになった。ただし，失業体験自体も失業を脱した

後の職業観に影響を与えており，脱失業後には，会社との心理的距離を保ち，仕事以外の

生活領域も拡大していたことが示された。中高年失業者は失業によって会社や社会との繋

がりを失ったが，失業後には会社や社会との新たな繋がりを獲得していたといえよう。中

高年失業者にとっての失業は，職業観を再認識，再検討する機会となっていたことから，

中高年失業者には職業観や人生を振り返ることができるような心理的援助が有効と考えら

れた。 

ただし，第３部の対象者の多くは，失業者仲間を得ており，調査に協力できた人という

点ではむしろ特殊かもしれない。援助資源の乏しい人が社会に繋がり，必要な援助を受け

られる援助体制が必要なのではないだろうか。 

 

第４部 失業者に対する心理的援助に向けて 

これまでの研究より，多くの一般の失業者が社会や，あるいは必要に応じて心理的援助

に繋がることができる仕組みが必要であると考えられた。そこで，多くの失業者にとって

社会との接点となる公共職業安定所をフィールドとして，失業者に対する心理的援助のあ

り方について検討した。 

全労働省労働組合の協力を得て，公共職業安定所の一般職業紹介経験者を対象とする量

的調査を実施し，面接調査，予備調査を経て調査票を作成し，本調査では 457 名から回答

が得られた。第 9 章では，まずは心理的援助の実態を把握した。その結果，多くの職員は

心理職の必要性を感じているが，実際には心理職の配置はニーズに追いついていないこと

が明らかとなった。また，失業者への心理的ケアには職員が行っているものもあるが，内

容によっては心理職に任せたいと思っているものがあること，また心理職の専門性として，

失業者の心理・精神状態のアセスメント，精神疾患への対応，心理的ショックからの回復，

心理･精神状態の改善と維持が求められていることを見出した。また，失業者への心理的ケ

アがどの程度職員の負荷になっているかを検討したところ，一般職業紹介の様々な業務の

中でも心理学的，精神医学的な専門的なケアが経験率，ストレス度がともに高いことが示

された。なお，一般職業紹介の業務ストレスは５因子から構成されていたが，心理的対応

は精神健康とは有意な関係は見出されず，精神健康には大きく影響しないことが示された。 
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第 10 章では，公共職業安定所における心理的援助のあり方について検討した。心理職に

ついては関係性と業務という二つの軸から評価されており，心理職は職員との関係性を良

好に保つとともに，専門性を磨く必要があることを指摘した。また，失業者への心理的援

助について職員が望ましいと思っている支援のあり方を分析し，公共職業安定所内におけ

る心理的ケアシステムの仮説モデルを生成した。具体的には，求職者に対する直接的援助

と同時に，心理職と職員との連携，職員同士の連携，心理的知識の提供，外部機関との連

携などが望まれていることが明らかとなった。第 8 章までの知見から総合的に考えると，

特に，じっくりと話を聴く必要のある中高年者に対しては，心理職が時間を掛けて関わる

ような役割分担が有効と思われた。 

 

第５部 総合的考察 

 本研究では，日本人の職業観に注目して，会社及び社会との繋がりという視点から，中

高年の男性失業者の体験過程の仮説モデルを生成した。それによって，中高年失業者の失

業体験には，会社だけでなく社会との繋がりを段階的に喪失する体験過程があることを描

き出すとともに，体験過程の各段階で生じうる困難とその対処と援助を提示した。また，

中高年失業者にとって失業はこれまでの職業観を再認識，再検討する機会となっていたこ

とを指摘した。中高年失業者の体験過程より，失業者への心理的援助においても，失業者

が社会や援助者にうまく繋がることが重要と考えられたため，公共職業安定所における心

理的援助のあり方を検討し，心理職との連携からなる心理的ケアシステムの仮説モデルを

提示した。最後に，求職意欲喪失者など，就職活動のレールに乗らない潜在的な失業者に

どう繋がるかが今後の課題と考えられた。 


